
(57)【要約】

【課題】少なくとも１００Ｇ範囲の大きな振動または重

力のかかる内燃駆動ファスナー打込みツールの長時間の

使用において、該ツールのバッテリーと端子ブロック間

で電気的接触不良が生じないようにすること。

【解決手段】ファスナー打込みツール１０は、少なくと

も１つのバッテリー１６を挿入する空洞を有するハウジ

ングと、空洞１４に挿入する形状と少なくとも１つのバ

ッテリーコンタクトエレメント２２を有するバッテリー

１６と、空洞内に配置されバッテリー１６とかみ合うた

めの構造と配置で電気的接続を行う端子モジュール２０

と、を含んでいる。バッテリー１６及び端子モジュール

２０のコンタクトエレメントの少なくとも１つは、貴金

属を組み込み、他のコンタクトエレメントは、導電性で

ある。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル で あ っ て 、
少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー 挿 入 の た め の 空 洞 を 規 定 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
前 記 空 洞 に 挿 入 す る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ
ン ト を 有 す る バ ッ テ リ － と 、
前 記 空 洞 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 バ ッ テ リ ー と か み 合 う よ う に 作 ら れ か つ 配 置 さ れ 、 電 気 的 接
続 を 行 い 、 少 な く と も １ つ の 端 子 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト を 含 ん で い る 端 子 モ ジ ュ ー ル と 、
か ら な り 、
前 記 バ ッ テ リ ー 及 び 前 記 少 な く と も １ つ の 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト の 少 な く
と も １ つ は 、 貴 金 属 合 金 を 含 み 、 他 の 前 記 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 導 電 性 で あ る こ と を
特 徴 と す る フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 貴 金 属 合 金 は 、 銀 、 金 及 び プ ラ チ ナ か ら な る グ ル ー プ か ら 選 ば れ る 請 求 項 １ に 記 載 の
ツ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 貴 金 属 合 金 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト に 提 供 さ
れ る 請 求 項 ２ に 記 載 の ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 貴 金 属 合 金 を 有 す る 前 記 少 な く と も １ つ の コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 リ ベ ッ ト の 形 で
提 供 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 導 電 性 材 料 か ら 作
ら れ る 請 求 項 ３ に 記 載 の ツ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル か ら 作 ら
れ る 請 求 項 ４ に 記 載 の ツ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 概 ね 平 ら な 接 触 面 と 角 に 丸 み
を つ け た 端 子 か み 合 わ せ 端 部 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の ツ ー ル 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 ド ー ム 形 ま た は 半 球 形 で あ り 、 前 記 バ ッ テ
リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 角 を 丸 く し た か み 合 わ せ 端 部 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の ツ
ー ル 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト 及 び 前 記 少 な く と も １ つ の バ
ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 貴 金 属 合 金 を 含 ん で い る 請 求 項 １ に 記 載 の ツ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 一 般 的 に は 、 加 工 物 に フ ァ ス ナ ー を 打 ち 込 む た め に 使 用 さ れ る フ ァ ス ナ ー 打 込
み ツ ー ル に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 ツ ー ル 機 能 の 電 源 の た め に バ ッ テ リ ー を 使 用 す る フ
ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル は 、 マ ガ ジ ン に よ り ノ ー ズ ピ ー ス に 送 ら れ る フ ァ ス ナ ー を
詰 め 込 み 、 往 復 運 動 す る 打 込 み ブ レ ー ド を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い た 。 代 表 的 に は 、 Ｎ
ｉ ｋ ｏ ｌ ｉ ｃ ｈ の 米 国 再 発 行 特 許 ３ ２ ， ４ ５ ２ 号 、 Ｎ ｉ ｋ ｏ ｌ ｉ ｃ ｈ の 米 国 特 許 ４ ， ５ ２
２ ， １ ６ ２ 号 、 Ｎ ｉ ｋ ｏ ｌ ｉ ｃ ｈ の 米 国 特 許 ４ ， ４ ８ ３ ， ４ ７ ４ 号 、 Ｎ ｉ ｋ ｏ ｌ ｉ ｃ ｈ の
米 国 特 許 ４ ， ４ ０ ３ ， ７ ２ ２ 号 、 Ｗ ａ ｇ ｄ ｙ の 米 国 特 許 ４ ， ４ ８ ３ ， ４ ７ ３ 号 ， 同 様 に ５
， １ ９ ７ ， ６ ４ ６ 号 、 ５ ， ２ ６ ３ ， ４ ３ ９ 号 に 例 示 さ れ て お り 、 こ れ ら 全 て は 参 照 に よ り
組 み 込 ま れ て お り 、 燃 焼 を 動 力 と す る フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル は 、 燃 焼 室 を 含 ん で お り 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-1193 A 2004.1.8



こ の 燃 焼 室 は 、 シ リ ン ダ ー ボ デ ィ と 燃 焼 室 を 開 閉 す る た め の バ ル ブ ス リ ー ブ と に よ り 特 徴
付 け ら れ て い る 。 一 般 的 に 、 同 様 な 燃 焼 を 動 力 と す る 釘 お よ び ス テ ッ プ ル 打 込 み ツ ー ル は
、 イ リ ノ イ の Ｖ ｅ ｒ ｎ ｏ ｎ 　 Ｈ ｉ ｌ ｌ ｓ に あ る Ｉ Ｔ Ｗ － Ｐ ａ ｓ ｌ ｏ ｄ ｅ （ イ リ ノ イ 　 ツ ー
ル 　 ワ ー ク 社 の １ 部 門 ） か ら Ｉ Ｍ Ｐ Ｕ Ｌ Ｓ Ｅ の 登 録 商 標 で 購 入 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら の ツ ー ル の 利 点 は 、 全 体 を 持 ち 運 び で き 、 同 様 に 、 電 源 や 空 気 供 給 源 に 繋 ぐ 必 要 が
な い 。 内 蔵 エ ン ジ ン の 燃 焼 は 、 フ ァ ス ナ ー を 打 ち 込 む こ と に 必 要 な 動 力 を 提 供 す る 。 し か
し 、 補 足 的 な バ ッ テ リ ー 電 力 が 、 ス パ ー ク 発 生 器 、 フ ァ ン モ ー タ 、 警 報 ラ ン プ 、 お よ び 技
能 を 有 す る 熟 練 者 に よ く 知 ら れ て い る そ の 他 の 機 能 と い っ た 付 属 ツ ー ル シ ス テ ム を 動 作 さ
せ る の に 必 要 と な る 。 こ の よ う な ツ ー ル の 最 近 の モ デ ル で は 、 充 電 可 能 な バ ッ テ リ ー が 、
必 要 と す る 電 力 を 供 給 す る た め に 使 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な ツ ー ル の ス ト レ ス の 多 い 動 作 環 境 に お け る 欠 点 は 、 燃 焼 の 大 き な 力 が 、 バ ッ テ
リ ー お よ び 通 常 端 子 ブ ロ ッ ク と 称 す る ツ ー ル の 接 続 個 所 を 含 む ツ ー ル 部 品 に 対 し 、 大 き な
振 動 お よ び ／ ま た は 重 力 （ Ｇ ） を 与 え る こ と で あ る 。 事 実 、 こ の よ う な ツ ー ル は 、 少 な く
と も １ ０ ０ Ｇ 、 ま た は ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ Ｇ の 範 囲 に 達 す る 内 部 応 力 が 発 生 す る こ と が 分 か っ
た 。 こ の レ ベ ル の 振 動 力 お よ び 衝 撃 力 は 、 バ ッ テ リ ー と 端 子 ブ ロ ッ ク と の 間 の 電 気 的 接 触
が 、 燃 焼 中 に マ イ ク ロ ア ー ク に よ る 事 象 に よ り 一 時 的 に 遮 断 さ れ る ほ ど 、 端 子 ブ ロ ッ ク と
関 連 の バ ッ テ リ ー と を 動 か す こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 遮 断 は 、 ２ 、 ３ ミ リ 秒 程 度 続 く も の で あ る た め 、 ほ と ん ど 感 知 で き な い 。 し か し 、 繰
返 し の マ イ ク ロ ア ー ク に よ り 端 子 ブ ロ ッ ク と バ ッ テ リ ー と の 間 の 接 合 接 触 に 対 し 酸 化 腐 食
を 生 ず る こ と が 分 か り 、 遮 断 は 深 刻 で あ る 。 特 に 、 そ れ ぞ れ の コ ン タ ク ト 表 面 が Ｃ ｕ － Ｎ
ｉ 合 金 で で き て い る 場 合 、 長 時 間 の 使 用 後 、 バ ッ テ リ ー か ら ツ ー ル に 届 く 電 力 が 不 足 す る
こ と に よ り 、 腐 食 が ツ ー ル の 性 能 を 損 な う こ と に な る 。 最 終 的 に 、 導 電 遮 絶 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 問 題 に 直 面 し た 時 、 ツ ー ル の 利 用 者 は 、 腐 食 を 取 り 除 く た め 端 子 ブ ロ ッ ク と バ ッ テ リ
ー と の 間 の コ ン タ ク ト を 清 掃 し な け れ ば な ら な い 。 バ ッ テ リ ー は ツ ー ル か ら 取 り 外 し 清 掃
す る た め 近 づ く こ と が で き る が 、 端 子 ブ ロ ッ ク は ツ ー ル を 相 当 分 解 し な い と 近 づ く こ と が
難 し い 。 技 量 を 有 し な い 利 用 者 に よ る こ の よ う な 分 解 は 、 不 適 切 な 再 組 立 に よ り 望 ま し く
な い 問 題 を 生 ず る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 内 燃 ツ ー ル の も う １ つ の 設 計 目 標 は 、 バ ッ テ リ ー ／ 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト
が 、 燃 焼 中 に 生 ず る 少 な く と も １ ０ ０ Ｇ の 場 面 に お い て も 適 切 な 電 気 的 導 電 性 を 保 つ よ う
に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な ツ ー ル の バ ッ テ リ ー ／ 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト の 更 に も う １ つ の 設 計 目 標 は
、 接 合 す る コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト が 、 ツ ー ル か ら バ ッ テ リ ー の 挿 入 、 お よ び 取 り 外 し 時 に
コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト に 磨 耗 や 損 傷 を 生 じ な い よ う に 設 計 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に 、 酸 化 ま た は そ の 他 の 腐 食 を 生 ず る こ と の な く マ イ ク ロ ア ー ク に 対 応 し た バ ッ
テ リ ー ／ 端 子 ブ ロ ッ ク 接 合 を 特 徴 と す る 内 燃 ツ ー ル に 対 す る 必 要 性 が あ る 。 ま た 、 少 な く
と も １ ０ ０ Ｇ に 耐 え 、 且 つ バ ッ テ リ ー ／ 端 子 ブ ロ ッ ク モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト に
磨 耗 を 生 ず る こ と な く 良 好 な 導 電 性 を 有 す る バ ッ テ リ ー ／ 端 子 ブ ロ ッ ク 接 合 を 特 徴 と す る
内 燃 ツ ー ル に 対 す る 必 要 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
接 点 エ レ メ ン ト が 、 腐 食 性 酸 化 を 生 ず る こ と な し に 、 少 な く と も １ ０ ０ Ｇ に 耐 え ら れ る 、
本 発 明 の バ ッ テ リ ー ／ 端 子 ブ ロ ッ ク 接 合 に よ り 、 前 記 設 計 要 求 が 解 決 さ れ る 。 同 時 に 、 導
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電 性 が 保 持 さ れ 、 コ ン タ ク ト 接 合 エ レ メ ン ト の コ ス ト は 、 従 来 の Ｃ ｕ － Ｎ ｉ コ ン タ ク ト 接
合 と 同 等 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
よ り 具 体 的 に は 、 フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル は 、 少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー を 挿 入 す る 空
洞 を 持 っ た 筐 体 、 お よ び 前 記 空 洞 に 挿 入 す る 形 状 を 有 し 、 少 な く と １ つ の バ ッ テ リ ー コ ン
タ ク ト エ レ メ ン ト を 有 す る バ ッ テ リ ー を 含 ん で 提 供 さ れ る 。 端 子 モ ジ ュ ー ル は 、 空 洞 内 に
配 置 さ れ 、 バ ッ テ リ ー を は め 込 み 、 そ こ で 電 気 的 接 合 を 行 う た め の 構 造 を 持 ち か つ 配 置 を
行 い 、 前 記 モ ジ ュ ー ル は 、 少 な く と も １ つ の 端 子 接 合 エ レ メ ン ト を 含 ん で い る 。 バ ッ テ リ
ー お よ び 端 子 モ ジ ュ ー ル エ レ メ ン ト の 少 な く と も １ つ は 、 貴 金 属 合 金 を 含 み 、 他 の コ ン タ
ク ト エ レ メ ン ト は 、 導 電 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
他 の 実 施 例 で は 、 コ ン タ ク ト 接 合 が 、 そ れ ぞ れ の コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト 間 で ス ム ー ス に 移
動 で き る 構 造 に な っ て い る 。 本 発 明 の 他 の 特 徴 は 、 コ ン タ ク ト 接 合 が 、 少 な く と も １ ０ ０
Ｇ に 耐 え る こ と が で き 、 酸 化 型 の 腐 食 を 起 こ す こ と な し に 接 触 を 保 つ こ と が で き る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に お い て 、 本 発 明 を 利 用 す る こ と に 適 し た フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル は 、 符 号 １ ０ で 示
さ れ 、 ハ ウ シ ン グ １ ２ （ 破 線 で 示 し て あ る ） を 含 ん で い る 。 ツ ー ル 及 び ハ ウ ジ ン グ の 動 作
詳 細 は 、 参 考 と し て 組 み 込 ま れ て い る 前 記 の 特 許 に 十 分 詳 細 に 記 載 さ れ て い る 。 こ の 実 例
は 、 本 願 の 出 願 人 で あ る イ リ ノ イ 　 ツ ー ル 　 ワ ー ク 社 か ら 登 録 商 標 Ｐ Ａ Ｓ Ｌ Ｏ Ｄ Ｅ で 販 売
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 含 ま れ て い る の は 、 少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー １ ６ を 受 け 入 れ る よ う
に 作 ら れ た 管 状 の 空 洞 １ ４ で あ る 。 開 口 １ ８ は 、 バ ッ テ リ ー を 挿 入 す る 空 洞 １ ４ に 設 け ら
れ て い る 。 開 口 １ ８ の 反 対 側 に 、 技 術 的 に 知 ら れ て い る よ う に 、 空 洞 １ ４ は 、 バ ッ テ リ ー
１ ６ を ツ ー ル の 他 の 機 能 エ レ メ ン ト に 電 気 的 に 接 続 す る バ ッ テ リ ー 端 子 モ ジ ュ ー ル ２ ０ を
有 す る 。 １ つ だ け の バ ッ テ リ ー が 描 か れ て い る が 、 技 術 的 に 明 ら か な よ う に 、 直 列 に 接 続
可 能 な い く つ か の バ ッ テ リ ー が 提 供 さ れ る こ と も 考 え ら れ る 。 端 子 モ ジ ュ ー ル ２ ０ は 、 空
洞 １ ４ 内 に 、 ね じ 締 め 、 化 学 的 接 着 剤 、 超 音 波 溶 接 、 挿 入 成 形 ま た は 他 の 知 ら れ た 結 合 技
術 に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 の よ う に 、 こ の タ イ プ の ツ ー ル に 関 す る 操 作 上 の 関 心 の １ つ は 、 燃 焼 中 に 発 生 す る か
な り 大 き な 振 動 及 び 衝 撃 力 が 、 こ れ は 少 な く と も １ ０ ０ Ｇ か ら ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ Ｇ の 範 囲 ま
で あ り 、 バ ッ テ リ ー １ ６ の 関 連 し た コ ン タ ク ト と 端 子 モ ジ ュ ー ル ２ ０ と の 間 に マ イ ク ロ ア
ー ク を 生 ず る こ と が 知 ら れ て い る 。 継 続 的 な マ イ ク ロ ア ー ク は 、 コ ン タ ク ト に お い て 腐 食
を 生 じ 、 あ る 場 合 に は 、 バ ッ テ リ ー 接 続 の 遮 断 と い う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ 及 び ３ を 参 照 し 、 バ ッ テ リ ー １ ６ は 少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン
ト ２ ２ を 有 し 、 こ れ は 、 望 ま し い 実 施 例 に お い て は 、 平 面 の 接 触 面 ２ ４ と 端 子 受 け 入 れ 端
部 ２ ６ と を 含 ん で い る 。 望 ま し い 実 施 例 に お い て は 、 こ の よ う な ２ つ の コ ン タ ク ト エ レ メ
ン ト を 有 し 、 端 子 受 け 入 れ 端 部 ２ ６ は 、 バ ッ テ リ ー １ ６ と 端 子 モ ジ ュ ー ル ２ ０ と の 間 で 摺
動 接 続 し や す い よ う に 角 に 丸 み を つ け て あ る 。 バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ の 数
と 構 成 は 、 適 用 対 象 に 対 応 し て 変 え る よ う に 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
端 子 モ ジ ュ ー ル ２ ０ は 、 少 な く と も １ つ 、 望 ま し く は ２ つ の ス プ リ ン グ バ イ ア ス の 付 い た
ク リ ッ プ ２ ８ を 延 伸 し た ハ ウ ジ ン グ ２ ４ を 含 ん で い る 。 各 ク リ ッ プ ２ ８ は 、 望 ま し く は 、
ア ー チ 型 部 分 ３ ０ 及 び 曲 げ ら れ ま た は ダ ブ テ ー ル 形 の 端 部 ３ １ を 含 ん で い る 。 ア ー チ 部 分
３ ０ は 、 バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ に 対 し て ク リ ッ プ ２ ８ の グ リ ッ プ 力 を 増 加
し 、 端 部 ３ １ の 構 成 は 、 バ ッ テ リ ー 端 子 受 け 入 れ 端 部 ２ ６ に ス ム ー ス に 移 動 で き る よ う に
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す る 。 好 ま し い 実 施 例 に お い て は 、 ク リ ッ プ ２ ８ は 、 亜 燐 酸 ／ ブ ロ ン ズ ま た は ベ リ リ ュ ウ
ム ／ 銅 合 金 か ら 作 ら れ る が 、 他 の ス プ リ ン グ 性 、 導 電 性 、 耐 久 性 材 料 も 考 え ら れ る 。 ク リ
ッ プ が 、 バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト ２ ２ に 対 し て 少 な く と も １ つ の 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト
エ レ メ ン ト ３ ２ （ 時 々 、 端 子 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト と も 言 う 、 ） を 強 く 押 し 付 け る バ イ ア
ス 力 を 生 成 し さ え す れ ば 、 ス プ リ ン グ 付 き ク リ ッ プ ２ ８ の 正 確 な 配 置 及 び 構 成 は 、 提 供 対
象 に 対 応 す る よ う に 変 え て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ア ー チ 部 ３ ０ と 端 部 ３ １ と の 間 に 対 応 す る モ ジ ュ ー ル の コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ３ ２ が 配 置
さ れ る 。 ど の よ う な 形 状 の コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ３ ２ も 考 え う る が 、 コ ン タ ク ト エ レ メ ン
ト は 、 半 球 ま た は ド ー ム 形 状 の 構 成 が 望 ま し く 、 こ の 構 成 は 、 対 応 す る バ ッ テ リ ー コ ン タ
ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ と ス ム ー ス に 接 触 移 動 す る よ う に 、 角 に 丸 み を つ け る か ま た は 他 の 構
成 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
腐 食 を 防 止 す る た め 、 バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ と 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト
エ レ メ ン ト ３ ２ は 、 対 向 す る ま た は 接 合 す る コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト と で き る だ け 反 応 す る
こ と な く 、 前 記 の マ イ ク ロ ア ー ク に 対 応 し た 材 料 か ら 作 ら れ る こ と が 重 要 で あ る 。 同 時 に
、 各 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト は 、 適 切 な ツ ー ル の 性 能 を 保 持 す る の に 充 分 な 導 電 性 を 有 す る
材 料 か ら 作 ら れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
少 な く と も １ つ の バ ッ テ リ ー 及 び 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ 、 ２ ３ が 貴 金
属 合 金 を 含 み 、 他 の コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト が 導 電 性 で あ る 時 、 最 上 の 結 果 が 得 ら れ た 。 よ
り 具 体 的 に は 、 望 ま し い 貴 金 属 は 、 金 、 銀 ま た は プ ラ チ ナ の 合 金 で あ り 、 導 電 性 エ レ メ ン
ト は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル か ら 作 ら れ る 。 従 来 入 手 可 能 な 貴 金 属 合 金 は 、 純 粋 な 貴 金 属 に
対 し 硬 度 及 び 耐 久 性 を 増 大 し た も の が 望 ま れ た 。 こ の よ う な 合 金 は 、 Ａ ｇ － Ｃ ｕ ， Ａ ｇ －
Ｃ ｕ － Ｎ ｉ ， Ａ ｇ － Ｃ ｏ 及 び Ａ ｇ － Ｐ ｂ を 含 み 、 こ れ ら に 限 定 す る も の で は な い 。 前 記 の
他 に 、 他 の 貴 金 属 合 金 も 、 入 手 の し や す さ 及 び コ ス ト に お い て 適 当 な も の が 考 え ら れ る 。
ま た 、 導 電 性 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト に 対 し て は 、 耐 腐 食 性 が あ り 、 比 較 的 高 い 導 電 性 を 持
ち か つ 低 コ ス ト で あ る 貴 金 属 ま た は い く つ か の 他 の 導 電 性 材 料 が あ る 。 ス テ ン レ ス ス チ ー
ル は 、 特 に 高 い 導 電 率 を 有 せ ず 、 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト へ の 応 用 に は 一 般 的 に 使 わ れ て い
な い が 、 良 好 な 耐 腐 食 特 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
生 産 性 を 上 げ る た め 、 バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル か ら
作 ら れ 、 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ３ ２ は 、 貴 金 属 合 金 か ら 作 ら れ る こ と は 望
ま し い 。 銀 合 金 が 、 耐 酸 素 腐 食 性 、 導 電 性 、 耐 久 性 及 び コ ス ト の 組 合 せ に お い て 特 に 望 ま
し い 。 ま た 、 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ３ ２ は 、 対 応 す る ス プ リ ン グ ク リ ッ プ
２ ８ の 開 口 ３ ４ に 摩 擦 で は め 込 ま れ た リ ベ ッ ト の 形 で 提 供 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 前 記 の
リ ベ ッ ト が 望 ま し い が 、 他 の タ イ プ の コ ン タ ク ト 取 り 付 け 技 術 を 、 ス プ リ ン グ ク リ ッ プ ２
８ へ コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ３ ２ を 取 り 付 け る た め に 採 用 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 ク ラ
ン プ 、 ね じ 込 み 、 イ ン レ イ 技 術 ま た は 同 様 の も の を 含 む が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な い
。 各 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト の １ つ が 貴 金 属 で あ り 、 も う 一 方 が 導 電 性 ま た は ス テ ン レ ス ス
チ ー ル で あ れ ば 、 適 用 対 象 に よ っ て は 、 バ ッ テ リ ー の コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ が 貴 金 属
合 金 か ら 作 ら れ 、 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ３ ２ が ス テ ン レ ス ス チ ー ル か ら 作
ら れ 、 ま た は 前 記 の 組 合 せ で あ る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス テ ン レ ス ス チ ー ル と 貴 金 属 合 金 の 組 合 せ が 、 マ イ ク ロ ア ー ク に よ り 生 ず る 腐 食 を 防 止 す
る た め に 望 ま れ る 耐 酸 化 特 性 を 有 す る 一 方 、 必 要 と す る 導 電 度 レ ベ ル を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
各 リ ベ ッ ト ３ ２ は 、 対 応 す る ス プ リ ン グ ク リ ッ プ ２ ８ の 内 面 ３ ８ に 円 形 ま た は ド ー ム 状 の
表 面 ３ ６ を 有 し て 提 供 さ れ 、 バ ッ テ リ ー １ ６ が 空 洞 １ ４ に 完 全 に 挿 入 さ れ た 時 、 バ ッ テ リ
ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ と 適 切 に か み 合 う よ う に な る 。 こ の よ う に 端 子 コ ン タ ク ト エ
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レ メ ン ト ３ ２ の 円 形 の 構 成 は 、 ス ム ー ス な 移 動 を 提 供 し 、 バ ッ テ リ ー 挿 入 時 バ ッ テ リ ー コ
ン タ ク ト エ レ メ ン ト ２ ２ を 滑 り な が ら か み 合 う よ う に な る 。 前 記 の 接 合 コ ン タ ク ト エ レ メ
ン ト ２ ２ 、 ３ ２ の ス ム ー ス な 移 動 は 、 角 を 丸 く し た 端 子 か み 合 わ せ 端 部 ２ ６ 、 ダ ブ テ ー ル
形 ク リ ッ プ 端 部 ３ １ 及 び リ ベ ッ ト ３ ２ の ド ー ム 型 構 成 の 組 合 せ に よ り 達 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
接 合 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト の 本 発 明 の 組 合 せ の も う １ つ の 特 徴 は 、 本 構 成 で 提 供 さ れ た 前
記 材 料 が 、 内 燃 駆 動 フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル に お い て 典 型 的 に 見 ら れ る 大 き な 振 動 と Ｇ 力
に 対 し て 、 持 ち こ た え 、 腐 食 の な く 導 電 度 を 保 持 す る こ と が 分 か っ た こ と で あ る 。 こ の ツ
ー ル の 動 作 力 は 、 少 な く と も １ ０ ０ Ｇ 、 し ば し ば ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ Ｇ ま で 達 し 、 ま た は 超 え
る 力 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル の た め の 耐 酸 化 バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト の 具 体 的 な 実 施 例
が 示 さ れ 、 記 載 さ れ た が 、 よ り 広 い 局 面 で 本 発 明 か ら 離 れ る こ と な く 、 か つ 請 求 項 に 記 載
さ れ た と お り 、 変 更 及 び 変 化 が 可 能 で あ る こ と は 、 当 業 者 に よ り 予 測 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
大 き な 振 動 と Ｇ 力 の か か る 内 燃 駆 動 フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル の バ ッ テ リ ー 接 合 部 に お い て
、 耐 久 力 が あ り 従 来 の Ｃ ｕ － Ｎ ｉ 接 合 と 同 等 の コ ス ト で 、 酸 化 腐 食 が な く 導 電 度 を 保 持 で
き る バ ッ テ リ ー ／ 端 子 モ ジ ュ ー ル 接 合 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト の 構 成 お よ び 材 質 を 提 供 す る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 明 確 化 の た め 一 部 分 を 削 除 し て 、 本 発 明 の バ ッ テ リ ー ／ 端 子 モ ジ ュ ー ル 接 合 接 続
を 描 写 し た フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 関 連 す る コ ン ポ ー ネ ン ト を 示 し た バ ッ テ リ ー ／ 端 子 モ ジ ュ ー ル ア ッ セ ン ブ リ の 透
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の コ ン ポ ー ネ ン ト の 分 解 組 立 透 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … フ ァ ス ナ ー 打 込 み ツ ー ル
１ ２ … ハ ウ シ ン グ
１ ４ … 空 洞
１ ６ … バ ッ テ リ ー
１ ８ … 開 口
２ ０ … 端 子 モ ジ ュ ー ル
２ ２ … バ ッ テ リ ー コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト
２ ４ … 接 触 面
２ ６ … 端 子 受 け 入 れ 端 部
２ ８ … ク リ ッ プ
３ ０ … ア ー チ 部
３ １ … ダ ブ テ ー ル 形 端 部
３ ２ … 端 子 モ ジ ュ ー ル コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト （ リ ベ ッ ト ）
３ ４ … 開 口
３ ６ … 端 子 コ ン タ ク ト エ レ メ ン ト の 表 面
３ ８ … ク リ ッ プ の 内 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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